
公益社団法人日本サーフィン連盟 

2026年度（令和 8 年度）事業計画書 

（2026 年 4 月 1日～2027 年 3 月 31日） 

 

＜総務本部＞ 

【総務委員会】 

1. 連盟の各部門の統括及び、事業進行管理をおこないます。 

2．他業種や他団体との連携を図り、連盟の活性化を検討します。  

3．社会貢献活動として、NSA サーファーズビーチクリーン ACT 2026（全国一斉ビーチクリー

ン）の実施及び、総務委員会内に環境部会を設置し、連盟の環境活動の活性化、地域での環境

活動や他業種との環境連携に取組みます。 

ビーチクリーンアクトの予定：日時 2026 年 9 月内の開催を進めます。 

場所 全国の海岸 60 ヶ所以上  

4．UMI 協議会及びボートショー（2026）等に参加し、サーフィンの楽しさを一般の方々に情報

発信します。 

5．スポーツ団体ガバナンスコードに準じた組織運営作りを目指します。  

 

【普及開発委員会】 

〔国スポ関係〕 

1． スポーツ協会に加盟する意思・動きがある支部（都道府県）に対し、加盟手続きを支援しま

す。 

北海道、福島県 

2． 都道府県サーフィン連盟設立・スポーツ協会加盟を支援します。 

東京都、千葉県、大阪府、京都府、福岡県 

3． スポーツ協会への加盟についての課題解決策を講じます。 

財政的支援（スポーツ協会会費）のあり方を検討します。 

スポーツ協会加盟の必要性を説明する資料作成します。 

連盟設立・スポーツ協会加盟申請マニュアルを作成します。 

〔会員増加対策〕 

1． 会員を増やすために、現在の問題点（登録のメリット・デメリット、登録のあり方など）を

検証し、SNSを活用したプロモーションやインセンティブなど会員登録者数を増やす方策を

検討します。 

〔その他〕 

1． 国スポ正式種目採用について 

・JSPOに対し国スポ正式種目採用のための条件を再確認します。 

・国スポ正式種目採用を重要なプロジェクトとしてコンセンサスを得ます。 

・その上で国スポ正式種目採用のためのプロジェクトチームを設立します。 

2．NSA会員登録に関し、チーム登録の場合でチームリーダーに連絡が取れなくなっている「幽

霊チーム」の登録抹消手続きについて、統一基準を検討します。 

3．各支部長との連絡手段を確立するためのネットワークづくりを事務局と進めます。 



 

【コンプライアンス委員会】 

1．倫理規程及び倫理に関するガイドラインに基づき、事業に取組みます。 

2．会員及び役員・委員に対し、コンプライアンス遵守を徹底します。 

3．サーフィン界のコンプライアンスの啓発活動を実施します。 

 

＜強化本部＞ 

【国際委員会】（ISAコーチング・ジャッジ資格管理） 

1．派遣大会地域の国及び現地情報を把握し、フィードバックを行います。  

2．本連盟が関連する国際大会・事業等について他団体も含めて調整します。  

3．ISA との連携を深め、情報交換を実施します。  

4．国際大会の事前交渉等の円滑化を図ります。  

5．国際機関と連携しサーフィンの普及発展に努めます。  

6．アジア地域のリーダー国としてサーフィンの地域発展を進めます。  

7．公益財団法人日本オリンピック委員会等の事業連携や会議出席を行います。  

8．国際レベルのジャッジ育成のため、ISA ジャッジ講習会を実施します。  

9．ISA コーチング及び ISA ジャッジ資格を管理します。 

 

【強化委員会】（波乗りジャパン） 

1. 様々な視点から選手の育成・強化を進め、世界レベルで活躍できる選手の育成に取り組みます。  

2. オリンピック、世界大会等で活躍できるナショナルコーチを育成します。 

3．JOC との連携により、国際大会等で勝利できる選手育成を実施します。  

4．中長期の育成計画を作成し、計画に基づきジュニア選手を育成します。  

5．強化指定選手を対象とした強化合宿を実施するとともに、管理をします。  

・ WJSG（９月開催予定）に向けた、ジュニア合宿を行います。 

6．以下の国際大会等へ選手を派遣します。  

・2026 ISA WORLD SURFING GAMES 開催時期未定 

・2026 ISA WORLD JUNIOR SURFING CHAMPIONSHIP  9 月 4 日～9 月 13 日 

・20th Asian Games Aichi-Nagoya 2026 9 月 25 日～9 月 28 日 

・その他関連大会へ選手を派遣します。 

7．国際大会等で得た最新の情報をフィードバックします。  

 

【アスリート委員会】(ロング、SUP、アダプティブ、ボディーボード) 

1．アスリートからの意見を集約し、事業や強化活動へ反映いたします。  

2．JOC アスリート委員会の活動に参加します。 

3. アスリートからの意見を反映するための窓口設置について 2026 年内に協議し、設置を行える

よう取組みます。 

4. ロングボード、SUP、アダプティブ、ボディーボード、マスターズ（サーフィン）の世界選手

権等があった場合、部会を設置し、選考基準に基づいた選手選考を行います。 

 



【アンチドーピング医科学委員会】 

1．世界アンチドーピング規程に基づき、アンチドーピング活動の徹底および啓発活動を推進しま

す。  

2．強化選手等を対象に専門的知識の理解を深める活動を実施します。 

 

＜事業本部＞ 

【事業委員会】 

1．オフィシャルパートナー・各主催大会・プールスクール事業の協賛募集活動を行います。 

2．収益事業の提案を行います。 

3．会員特典の拡充を行います。 

4．会員等増加の為の事業手法を検討し、他委員会と連携して取組みます。 

 

【企画委員会】 

1．事業委員会、広報委員会と連携しサーフィンに対する周知を図ります。 

2．新規事業の提案を行います。 

 

【広報委員会】 

1．「YEARBOOK」を 2026 年 5 月中に全会員と公認ジャッジ、公認指導員、協力店、統括組織代

表者へ郵送します。 

2．NSA オフィシャルサイトと連動を図り、最新情報を広く配信します。 

3．NSA オフィシャル SNS（主にインスタグラム）においてファン獲得に向けた配信活動を行い

ます。 

4．「ルール＆マナーブック」を主催大会等にて無料配布します。 

5. NSA オフィシャルサイトの在り方を他委員会と連携し、2026 年秋までに方向性を作り、2027

年度の改修へ向けて協議を進めます。 

    

＜競技本部＞ 

【大会開催委員会】  

1． 第 43 回全日本級別サーフィン選手権大会(2026)を開催します。 

開催場所：神奈川県 藤沢市 鵠沼海岸 

開 催 日：2026 年 4 月 29 日(水)～5 月 3 日(日) 予備日 5 月 4 日(月)、5 日(火)予定 

2．第 34 回ジュニアオープンサーフィン選手権大会(2026)を開催します。 

開催場所：高知県 東洋町 生見サーフィンビーチ 

開 催 日：2026 年 5 月 15 日(金)～17 日(日) 予備日 5 月 18 日(月)予定 

3．第 22 回マスターズオープンサーフィン選手権大会(2026)を開催します。 

開催場所：静岡県 下田市 白浜海岸  

開 催 日：2025 年 9 月 10 日(金)～13 日(日) 予備日 9 月 14 日(月)予定 

4．第 60 回全日本サーフィン選手権大会(2026)を開催します。 

開催場所：福島県 南相馬市 北泉海岸 

開 催 日：2026 年 10 月 8 日(木)～15 日(木) 予備日 10 月 16 日(金)予定 QR 実施予定 



5．主催大会の構成や効率化を検討します。 

6．主催大会の実行委員会形式の構成や効率化を検討します。 

7．ポイントランキング制度を改定します。 

8．公認大会の運営管理及び開催要項の改定を行います。 

9．第 43 回全日本級別サーフィン選手権大会、 

第 34 回ジュニアオープンサーフィン選手権大会、 

第 22 回マスターズオープンサーフィン選手権大会、 

第 60 回全日本サーフィン選手権大会にてライブ中継を検討します。 

10．競技に関し、他委員会との連携を図ります。 

11．各競技部会の構成や効率化を検討します。 

12．各競技部会の大会運営管理及び開催要項の改訂を検討します。 

13. 各競技部会の主催大会、公認大会、サーキット戦を企画立案します。  

 

【ジャッジ委員会】 

1．公認大会にジャッジ派遣の要請があった場合に派遣を行います。 

2．主催大会の専任ジャッジを選出します。 

3．国際大会ルールに準じて改定した競技ルールを施行します。 

4．主催大会において、プライオリティルールを施行します。 

5．主催大会においてジャッジシステム（リフレッシュ等）を使用します。 

6．公認ジャッジ講習会に教育委員会より講師の依頼があった場合に派遣を行います。 

7．サーフィン検定にマスタージャッジの派遣の要請があった場合、派遣を行ない全国での見解

を統一します。 

8．NSA OFFICIAL JUDGE GUIDE BOOK の作成を検討します。 

9．教育委員会と連携し、主催大会においてジャッジトレーニングを開催します。 

10．ジャッジスキル向上のため、ISA および JPSA に選出したジャッジを派遣予定です。 

11．ジャッジ委員会主催のサーフィン検定を開催予定です。 

 

＜教育本部＞  

【教育委員会】（ジャッジテスト、ジャッジ講習会、サーフィン検定、スクール審査員） 

1．サーフィン検定の開催スケジュールについて管理・調整を行い、一般の方々を含めた受験者

を募集いたします。 

①検定基準の統一を目的に必要に応じてマスタージャッジの派遣手配を行います。 

②検定を通して開催地域のＡ級ジャッジからマスタージャッジを採用し、地域のジャッジ活

動を促進します。 

2．秋季公認ジャッジ講習会を開催します。  

3．秋季公認ジャッジ資格試験を開催します。 

4．統括組織主催の公認ジャッジ講習会へ講師の派遣を行います。 

5．春季公認ジャッジ講習会（試験なし）を開催します。  

6．2026 年度版ジャッジテキストの改定を行います。 

7．スクール審査員講習会（試験なし）を開催します。 



※ 1. 2. 3. 4. 5. 6. 7 の事業はジャッジ委員会と連携して行います。 

8．サーフィンの教育普及活動に関する取り組みを行います。 

9．スクール事業開催を検討いたします。 

 

【安全対策委員会】（公認指導員、海上安全指導員講習） 

1．サーフィンに関する安全普及活動を実施します。 

2．主催大会の安全管理を徹底、定められた公認大会等の安全管理を徹底します。 

3．サーフィン環境の保全、改善による安全対策を計画し実施します。 

4．海上保安庁、（一財）日本海洋レジャー安全・振興協会・（公財）日本ライフセービング 

協会の事業と連携して公認指導員講習会を実施し、全国に指導員を配置します。 

5．公認指導委員資格講習会及び実技・試験を実施します。 

日 程：2027年3月7日（日）予定。 

会 場：（一財）日本海洋レジャー安全・振興協会大会議室（横浜） 


